
計
と
運
営
の
専
門
家
で
、
元
宇
宙
開
発
事

業
団
の
技
術
研
究
本
部
研
究
総
監
だ
っ
た

経
歴
を
持
つ
人
で
あ
る
。

　

―
―
Ｓ
Ｄ
Ｍ
で
い
う
シ
ス
テ
ム
は
ど
う

定
義
さ
れ
る
の
で
す
か
。

「
主
と
し
て
対
象
に
す
る
の
は
複
雑
で
大

規
模
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
シ
ス
テ
ム
・
オ

ブ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
、
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
の

複
合
体
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
化
学
プ
ラ
ン
ト
、

自
動
車
や
家
電
の
よ
う
な
大
量
生
産
シ
ス

テ
ム
、
鉄
道
、
原
子
力
な
ど
の
発
電
プ
ラ

ン
ト
、
銀
行
や
証
券
取
引
な
ど
の
社
会
シ

ス
テ
ム
を
含
ん
で
い
ま
す
」

　

―
―
な
る
ほ
ど
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
設
計

の
失
敗
の
典
型
例
が
、
社
会
保
険
庁
の
年

金
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
す
か
。

「
社
会
の
多
極
化
と
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化

で
、
巨
大
シ
ス
テ
ム
の
綻
び
や
限
界
が
あ

ち
こ
ち
で
露
呈
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
不

測
の
事
態
は
場
当
た
り
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

で
は
防
げ
ま
せ
ん
。
将
来
予
測
を
含
め
て

シ
ス
テ
ム
の
あ
ら
ゆ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
洗

い
出
し
、
総
合
的
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
」

　

―
―
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る

共
生
的
で
維
持
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
設
計

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
ど
ん
な
人
材
が
担

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
従
来
の
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
社

内
研
修
＋
実
地
研
修
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
＋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
経
験
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
で

も
、
現
代
の
巨
大
シ
ス
テ
ム
は
5
年
程
度

で
完
了
と
い
う
よ
う
に
サ
イ
ク
ル
が
短
く
、

経
験
を
積
み
な
が
ら
の
育
成
法
で
は
間
に

合
わ
な
い
。
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
集
中
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
叩
き
込
む
必
要
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｍ
で
は
新
し
い
技
術
社
会
シ
ス
テ
ム

を
提
案
・
実
現
し
、
事
業
を
先
導
す
る
創

造
的
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
、
高
度
化

し
た
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般

を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
育

成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」

　
Ｋ
Ｍ
Ｄ
の
研
究
科
委
員
長
に
予
定
さ
れ

て
い
る
の
は
稲
蔭
正
彦
・
慶
応
大
学
教
授

（
環
境
情
報
学
部
）
で
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ネ

マ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

な
ど
が
専
攻
で
あ
る
。
Ｋ
Ｍ
Ｄ
の
狙
い
に

つ
い
て
は
こ
う
語
る
。

「
現
在
、
創
造
社
会
と
い
う
新
し
い
価
値

観
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
地
球
規
模

で
動
き
始
め
て
い
る
と
認
識
し
、
そ
れ
以

前
の
効
率
化
を
重
ん
じ
る
社
会
か
ら
、
心

を
大
切
に
し
、
人
々
が
お
の
ず
か
ら
持
っ

て
い
る
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
い
か

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
社
会
を
つ
く
る
か

と
い
う
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
を
輩
出
で
き

る
か
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
」

　
稲
蔭
教
授
は
そ
れ
を
「
メ
デ
ィ
ア
・
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
理
系
色

の
強
い
Ｓ
Ｄ
Ｍ
に
比
べ
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ

主
体
で
文
系
色
が
強
そ
う
だ
が
、
両
研
究

科
と
も
日
吉
の
新
研
究
棟
に
入
る
の
で
、

「
運
営
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
動
か
す
に

し
ろ
、
双
方
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
十

分
模
索
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

　
創
立
1
5
0
年
記
念
事
業
だ
け
に
、
学

内
外
か
ら
錚
々
た
る
人
材
を
教
授
陣
に
そ

ろ
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｍ
で
は
豊

田
中
央
研
究
所
の
主
任
研
究
員
や
米
国
3

Ｍ
の
先
端
製
品
開
発
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

ほ
か
、
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
手
嶋
龍

一
氏
も
加
わ
る
予
定
だ
。
Ｋ
Ｍ
Ｄ
で
は
竹

中
平
蔵
・
元
総
務
相
の
ほ
か
、
元
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
社
長
の
古
川
享
氏
ら
が
教
授
予

定
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｍ
は
修

士
課
程
77
人
（
入
学
定
員
）、
後
期
博
士

課
程
11
人
（
同
）、
Ｋ
Ｍ
Ｄ
は
修
士
80
人
、

後
期
博
士
10
人
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
応

募
者
は
社
会
人
が
多
い
と
い
う
。

　
1
9
9
0
年
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
（
慶
応
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
私
学
経
営
に
新

風
を
巻
き
起
こ
し
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｍ
と

Ｋ
Ｍ
Ｄ
は
新
た
な
私
学
ト
レ
ン
ド
の
起
爆

剤
た
り
う
る
だ
ろ
う
か
。 

1

　
安
政
5
（
1
8
5
8
）
年
、
福
沢
諭
吉

は
江
戸
に
下
っ
た
。
大
坂
で
緒
方
洪
庵
の

適
塾
塾
頭
だ
っ
た
彼
は
、
江
戸
の
築
地
鉄

砲
洲
に
住
ん
で
蘭
学
を
教
え
始
め
た
。
こ

の
「
一
小
家
塾
」
が
現
在
の
慶
応
義
塾
の

前
身
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
来
年
2
0
0
8

年
は
慶
応
義
塾
に
と
っ
て
創
立
1
5
0
年

に
あ
た
る
。
そ
の
記
念
事
業
の
目
玉
と
し

て
、
新
し
い
大
学
院
二
つ
が
4
月
に
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
設
さ
れ
る
。

　
慶
応
は
共
立
薬
科
大
学
を
統
合
、
企
業

並
み
の
Ｍ
＆
Ａ（
合
併
と
買
収
）に
よ
っ
て

既
存
の
医
学
部
と
看
護
医
療
学
部
に
薬
学

部
を
加
え
た
「
医
の
総
合
化
」
を
実
現
さ

せ
た
ば
か
り
。
全
国
の
私
学
関
係
者
を
あ

っ
と
い
わ
せ
た
仕
掛
人
で
あ
り
「
私
学
の

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー（
起
業
家
）」
と
も
呼

ば
れ
る
安
西
祐
一
郎
塾
長
の
、
共
立
薬
科

統
合
に
続
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
二
つ
、
と
も
に
耳
慣
れ
な

い
名
称
だ
。「
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
」（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）
と
「
メ

デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
」（
Ｋ
Ｍ
Ｄ
）。

い
っ
た
い
、
何
を
め
ざ
す
の
か
―
―
。

　
本
誌
は
安
西
塾
長
に
直
に
聞
く
機
会
を

得
た
。
10
月
30
日
、
慶
応
大
学
の
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
北
館
ホ
ー
ル
で
創
立
1
5
0
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
か
ら
だ
。

塾
長
は
語
っ
た
。

「
こ
こ
で
い
う
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
戦
略
構

築
力
、
あ
る
い
は
構
想
力
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
今
の
日
本
に
は
そ
う
し
た
戦
略
構

築
力
と
い
っ
た
も
の
が
決
定
的
に
欠
け
て

い
る
。
そ
う
し
た
構
築
力
を
教
育
に
よ
っ

て
ど
う
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
考

え
た
末
に
、
米
国
の
主
要
10
大
学
に
は
設

置
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｍ
と
Ｋ
Ｍ
Ｄ
の
2
研

究
科
が
、
日
本
の
大
学
に
欠
け
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
の
で
す
」

　
シ
ン
ポ
は
村
井
純
教
授
（
慶
応
義
塾
常

任
理
事
、
Ｋ
Ｍ
Ｄ
研
究
科
教
授
に
就
任
予

定
）
が
司
会
し
た
が
、
冒
頭
で
安
西
塾
長

が
挨
拶
し
、「
全
社
会
の
先
導
者
た
ら
ん

と
す
る
こ
と
を
欲
す
る
も
の
な
り
」
と
い

う
諭
吉
の
建
学
の
言
葉
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
日
本
の
近
代
化
を
1
5
0
年
間
リ
ー
ド

し
て
き
た
慶
応
が
、
い
ま
日
本
と
世
界
の

未
来
を
創
造
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
教
育

研
究
機
関
を
創
設
し
、
21
世
紀
の
新
潮
流

を
創
造
し
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　

安
西
塾
長
に
よ
れ
ば
、「
知
識
」
と
両

輪
を
な
す
「
知
恵
」
を
教
え
る
の
が
Ｓ
Ｄ

Ｍ
と
Ｋ
Ｍ
Ｄ
の
目
的
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
日
本
の
ど
こ
に
も
な
い
分
野
を
切
り

開
こ
う
と
い
う
意
気
込
み
、
そ
し
て
戦
略

家
不
在
が
今
日
の
日
本
の
迷
走
を
招
い
た

と
い
う
危
機
感
も
分
か
る
。
だ
が
、「
デ

ザ
イ
ン
」
に
意
匠
や
図
案
、
設
計
と
い
う

訳
語
し
か
な
い
日
本
の
社
会
で
、
慶
応
の

意
図
は
ど
こ
ま
で
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
研
究
科
委
員
長
（
学
部
長
）
就
任
予
定

の
2
人
に
直
接
聞
く
に
し
く
は
な
い
。
Ｓ

Ｄ
Ｍ
研
究
科
委
員
長
就
任
予
定
の
狼

お
お
か
み

嘉

彰
教
授
は
、
大
規
模
宇
宙
シ
ス
テ
ム
の
設
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「
均
衡
感
覚
」を
教
え
る

教
授
陣
に
ト
ヨ
タ
な
ど
の
人
材

LIFE
［
ラ
イ
フ
］

慶
応
の
挑
戦﹁
日
本
の
ど
こ
に
も
な
い
大
学
院
﹂

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
は
巨
大
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す﹁
知
恵
﹂が
不
可
欠
。
そ
の
着
想
は
私
大
に﹁
藤
沢
﹂級
の
新
風
を
吹
か
せ
る
か
。

日吉に建設中の校舎（完成予想図）

安西祐一郎塾長（上）とSDM研究科委員
長に就任する狼嘉彰教授
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